
リハビリテーションの推移

　一般病棟では、コロナ患者に対して早期リハビリの介入をしていた点、感染解除後も早期退院が難しくリハ
ビリが継続されることが多かった点から呼吸器リハビリが増加しました。
　がんのリハビリテーションにおける化学療法は、一般病床での入退院が多数を占めたため、地域包括ケア
病棟におけるがんのリハビリテーション対象者は減少しました。
　急性外傷などの外来リハビリテーションの受け入れ数を若干増やしましたが、長期化する場合は、これま
でと同様に近隣開業医の先生に逆紹介しています。
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